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６
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石
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この春､ ヴィンサントはリフレッシュオープン。
イタリアの田舎をイメージしたカジュアルな
雰囲気の２階・ﾄ ﾗ ｯ ﾄ ﾘ ｱ は､ ヤングにも
人気｡ 毎日､ 坪谷ｼ ｪ ﾌ が直接市場に行っ
て仕入れてきた新鮮な魚介類やﾄ ﾏ ﾄ など
を使った本格的なイタリア料理が、リーズ
ナブルなプライスでお手軽にお楽しみいた
だけます｡ 結婚式の２次会などのパーティ
も承づておりますのでどうぞご利用ください。

己

‘穂７
Ｖ

■アポ
！

窒一

ｑ

一画

.一凪Ｉ

可

随

_ 一

Ｉ

－＝三

－１

．－凪Ｉ
※
表
示
価
格
に
は
、
消
費
税
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
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《
《
国

『
『

プ
ロ
生
活
３
年
目
の
今
シ
ー
ズ
ン
、
仰

木
監
督
の
ア
イ
デ
ア
で
、
佐
藤
和
弘
選

手
の
”
パ
ン
チ
“
と
と
も
に
”
イ
チ
ロ
ー
“

と
し
て
選
手
登
録
、
開
幕
か
ら
１
軍
で

活
躍
し
、
攻
・
走
・
守
の
三
拍
子
が
揃

っ
た
”
オ
リ
ッ
ク
ス
の
星
“
と
し
て
の

期
待
が
か
か
る
鈴
木
一
朗
選
手
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

毛署も肥巾
麦し､､篭
糞し‘肌

易川スミ直噸

灘
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
捗
琴
余
シ
リ
ー
ズ
⑦

イ
チ
ロ
ー
（
鈴
木
－
朗
）
さ
ん
を
知
る

〈
オ
リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
〉

目
指
す
は
３
番
・
セ
ン
タ
ー

オ
リ
ッ
ク
ス
の
星

も
、
そ
こ
で
終
わ
り
と
言
う
事
が
な
い

で
す
か
ら
。
常
に
上
を
目
指
さ
な
い

と
・
・
・
・

中
村
疲
れ
る
事
も
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

イ
チ
ロ
ー
ま
だ
、
若
い
で
す
か
ら
体

力
的
に
は
大
丈
夫
な
ん
で
す
け
ど
、
上

ど
う
で
す
か
。

イ
チ
ロ
ー
戸
惑
い
ま
し
た
よ
。
最
初

は
冗
談
か
と
思
い
ま
し
た
（
笑
）
。

中
村
で
も
、
新
た
な
気
持
ち
で
３
年

目
を
迎
え
、
打
率
も
ベ
ス
ト
、
に
入
る

活
躍
で
、
１
試
合
１
試
合
、
得
る
事
は

多
い
で
し
ょ
う
。

イ
チ
ロ
ー
そ
う
で
す
ね
。
反
省
、
反

省
の
毎
日
で
す
ね
。
ど
こ
ま
で
や
っ
てほてるいさご神戸にて

中
村
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
開
幕
か
ら
１

軍
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
３
年
目

と
い
う
こ
と
で
、
昨
シ
ー
ズ
ン
ま
で
の

２
年
間
と
気
分
は
違
い
ま
す
か
。

イ
チ
ロ
ー
そ
う
で
す
ね
、
や
は
り
違

い
ま
す
ね
。
ず
っ
と
試
合
に
出
さ
せ
て

貰
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
そ
れ
に
、
監
督

が
３
塁
コ
ー
チ
ャ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス
に
入

る
こ
と
が
あ
る
ん
で
、
す
ご
く
緊
張
す

る
ん
で
す
（
笑
）
・

中
村
仰
木
監
督
は
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
、

先
発
投
手
の
予
告
発
表
と
か
、
オ
ー
プ

ン
戦
で
先
発
を
全
員
新
人
に
し
た
り
と

か
、
い
ろ
い
ろ
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
ア

イ
デ
ア
を
発
揮
な
さ
っ
て
い
る
よ
う
で

す
ね
。
中
で
も
究
極
は
〃
イ
チ
ロ
ー
〃

で
の
選
手
登
録
で
す
よ
ね
。
ご
自
身
は

（
蔀

〔
『
一

電零繭願

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア

ツ
ト
が
出
な
い
と
か
、
チ
ー
ム
が
勝
て

な
い
と
か
、
精
神
的
に
疲
れ
る
事
は
あ

り
ま
す
よ
。

中
村
今
は
、
１
番
で
セ
ン
タ
ー
で
す

よ
ね
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
が
お
好
き
だ

と
か
伺
い
ま
し
た
け
ど
、
ど
う
い
う
点

が
お
好
き
な
ん
で
す
か
。

イ
チ
ロ
ー
好
き
と
い
う
よ
り
は
、
今

の
僕
は
１
番
の
タ
イ
プ
か
な
っ
て
感
じ

で
す
ね
。
将
来
は
、
３
番
を
打
ち
た
い

と
思
っ
て
ま
す
。

中
村
４
番
は
？

イ
チ
ロ
ー
４
番
は
〃
大
砲
“
で
す
か

ら
、
タ
イ
プ
が
違
う
と
思
い
ま
す
。
や

は
り
、
３
番
・
セ
ン
タ
ー
と
い
う
の
が

魅
力
が
あ
り
ま
す
ね
。

中
村
セ
ン
ス
抜
群
っ
て
評
価
さ
れ
て

ま
す
よ
。

イ
チ
ロ
ー
足
が
速
い
と
か
、
選
球
眼

が
い
い
と
か
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
ど
う

な
ん
で
し
ょ
う
。
第
三
者
が
評
価
す
る

も
の
で
す
か
ら
・
・
・
・

中
村
チ
ー
ム
の
中
で
各
々
の
役
割
が

あ
る
け
れ
ど
、
１
番
は
切
り
込
み
隊
長
と

言
う
か
、
０
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
わ
け
だ

か
ら
、
や
り
が
い
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

中
村
範
平

（
㈱
加
美
乃
素
本
舗
取
締
役
）
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し

背番号５１、鈴木－朗改めイチロー選手

方
に
感
謝
し
て
ま
す
（
笑
）
・

中
村
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
グ
リ
ー

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸
は
縞
麗
だ
し
、
レ

ス
ト
ラ
ン
か
ら
見
る
と
フ
ァ
ミ
コ
ン

ゲ
ー
ム
を
見
て
い
る
よ
う
で
い
い
で
す

ね
。
い
か
が
で
す
か
。

イ
チ
ロ
ー
芝
生
が
い
い
で
す
よ
。

中
村
私
共
も
〃
タ
ー
フ
（
芝
生
）
“
っ

て
い
う
育
毛
剤
を
出
し
て
い
る
ん
で
す
。

イ
チ
ロ
ー
さ
ん
も
攻
・
走
・
守
の
三
拍

子
が
揃
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
私

共
の
〃
タ
ー
フ
“
も
ク
リ
ー
ン
効
果
、
毛

母
細
胞
活
性
化
作
用
、
血
流
促
進
作
用

と
、
育
毛
の
た
め
の
三
拍
子
が
揃
っ
た

商
品
な
ん
で
す
。
ジ
ェ
ッ
ト
噴
射
式
で
ス

ッ
と
し
ま
す
か
ら
、
試
合
後
に
い
い
で
す

よ
。
頭
の
栄
養
剤
で
す
か
ら
、
毛
髪
の
主

食
に
し
て
下
さ
い
（
笑
）
。

イ
チ
ロ
ー
髪
の
御
飯
み
た
い
な
も
ん

で
す
ね
（
笑
）
。

中
村
そ
う
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
産

イ
チ
ロ
ー
そ
れ
は
、
そ
う
で
す
ね
。

中
村
と
こ
ろ
で
、
い
つ
か
ら
野
球
を

始
め
ら
れ
た
ん
で
す
か
。

イ
チ
ロ
ー
僕
自
身
は
覚
え
て
な
い
ん

で
す
け
ど
、
３
歳
位
か
ら
小
さ
い
赤
い

グ
ロ
ー
ブ
を
持
っ
て
、
親
父
と
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
始
め
た
ら
し
い
で
す
。
小

学
校
の
時
は
、
近
所
の
野
球
の
好
き
な

子
が
集
ま
っ
て
る
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
に

入
っ
て
い
て
、
中
学
、
高
校
の
時
は
、
野

球
部
で
し
た
。

中
村
甲
子
園
に
も
、
背
番
号
１
の
エ
ー

ス
で
出
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
う
。

イ
チ
ロ
ー
２
回
で
ま
し
た
。
２
回
と

も
１
回
戦
負
け
で
し
た
け
ど
（
笑
）
。

中
村
で
も
今
は
、
〃
オ
リ
ッ
ク
ス
の
星
“

で
す
よ
。
ド
ラ
フ
ト
で
指
名
さ
れ
た
時
は

ど
ん
な
気
持
ち
で
し
た
？
迷
わ
ず
に
プ

ロ
へ
い
こ
う
と
思
わ
れ
た
ん
で
す
か
。

イ
チ
ロ
ー
そ
う
で
す
ね
、
他
に
決
め

て
な
か
っ
た
で
す
か
ら
。
ス
カ
ウ
ト
の一

一
一

業
界
で
は
顧
客
満
足
と
い
う
言
葉
が
盛

ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
共
は
、
満

足
し
て
頂
く
の
は
当
り
前
。
そ
れ
に
プ

ラ
ス
し
て
今
は
、
お
客
様
が
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
感
動
し
て
頂

け
た
か
、
つ
ま
り
顧
客
感
動
を
目
指
し

て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
プ
ロ
ス
ポ
ー

ッ
の
原
点
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
お

互
い
描
く
夢
の
グ
ラ
ン
ド
は
違
っ
て
も
、

お
客
様
に
、
感
動
と
ご
満
足
を
お
届
け

す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ラ
ン
ド
で
成
功
を
お
さ

め
ら
れ
る
よ
う
情
熱
を
も
っ
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。
今
後
も
大
活
躍
し
て
ぜ
ひ

優
勝
し
て
下
さ
い
ね
。

イ
チ
ロ
ー
は
い
、
頑
張
り
ま
す
。

中
村
今
日
は
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 中村範平さん

|髪にはやっぱり加美乃累｜

識
一:…ザ
ターフ
ジエッ卜噸式銅育認
加画羽＆スーパーメンソール
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の
あ
る
時
間
が
持
て
ま
す
ね
。

後
藤
夏
の
日
差
し
を
浴
び
た
フ
ェ

イ
ス
も
ボ
デ
ィ
も
充
分
休
息
を
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
新
し
く
発
売
さ
れ
た

シ
ュ
ブ
リ
リ
フ
ド
Ａ
・
Ｒ
・
Ｔ
・
で
お
肌

に
水
分
を
、
ま
た
、
ジ
ェ
ル
エ
ク
ス

フ
ォ
リ
ア
ン
コ
ー
ル
で
古
く
な
っ
た

角
質
を
除
去
し
、
ポ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ム

Ａ
・
Ｒ
Ｔ
・
で
た
っ
ぷ
り
栄
養
補
給
を

な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
の
資
料
を
ご
希
望
の
方
は
お
電

話
、
も
し
く
は
、
お
ハ
ガ
キ
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

、

⑧
ホ
ワ
イ
ト
ー
ン
グ
ポ
ー
チ
プ
レ
ゼ
ン
ト

５
月
訓
臼
（
金
）
よ
り
ゲ
ラ
ン
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ソ
グ
製
品
を
含
む

ス
キ
ン
ケ
ア
、
２
製
品
以
上
を
お
買
い
上
げ
の
方
に
魁
オ
リ
ジ
ナ
ル

ポ
ー
チ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
ご
せ
て
胴
ｇ
ま
瓦
。

（
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
達
し
く
だ
ご
い
）

Ｌ

『 、
Gtf敵1Ｎ季

節
に
合
っ
た

お
手
入
れ
を

後
藤
今
日
は
ま
た
と
て
も
す
て
き

な
お
着
物
を
お
召
し
で
す
ね
。

荒
川
こ
の
季
節
の
一
、
二
週
間
だ

け
の
賛
沢
。
．
。
、
お
単
で
夏
の
は
ざ
ま

に
着
る
紗
合
わ
せ
を
着
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
着
物
を
着
る
の
に
も
四
季

が
あ
る
よ
う
に
お
肌
に
も
四
季
が
あ

っ
て
季
節
に
合
っ
た
お
手
入
れ
を
さ

nAR I 5

ホテルオークラ神戸店
の

エレガントタイム
■

荒川豊子さん
〈和装コーディネーター〉

＊ワイーシグェテ唇ン茨
I廊厘l望j +卿
】皿￥I O p O O

』

れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

夏
ま
で
の
間
、
お
肌
も
そ
う
い
う
時

期
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

後
藤
そ
う
で
す
ね
。
お
着
物
の
お

し
ゃ
れ
も
お
肌
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

も
同
じ
で
す
ね
。
季
節
に
あ
っ
た
準

備
が
必
要
で
す
ね
。
お
肌
も
こ
の
時

期
、
一
年
中
で
一
番
紫
外
線
の
多
い

時
で
す
。
夏
場
の
日
差
し
か
ら
お
肌

を
守
る
準
備
を
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
冷
房
で
水
分
を
失
い

や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

時
期
の
し
っ
か
り
と
し
た
ケ
ア
が
夏

の
終
わ
り
の
お
肌
を
決
め
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
ケ
ア
も
お
着
物
も
こ
こ
ろ

の
賛
沢
、
こ
こ
ろ
の
満
足
で
す
ね
。

荒
川
そ
う
で
す
ね
。
こ
ち
ら
の
魅

力
は
な
ん
と
い
っ
て
も
豪
華
で
ス
マ

ー
ト
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
オ

ア
シ
ス
、
天
国
と
い
う
か
、
う
る
お
い

ノ、

卓誤“薮, 金耀農

GuERLAlN
ilARlS

ホテルオークラ神戸店
秒 ｡ 吟

織読慕
+1hＶ

垣 ，
可

ボオ7 ｲ ﾄ ﾆ ﾝ 〆
『llE呈臆l卜諺』
さ陛亨9.0 0 0

。

神戸市中央区波止場町2 - 1
メリケンパーク内

ホテルオークラ神戸7 Ｆ

TEL,(078)391-7811
担当後藤

スク

_ 可=塁壁幽艶－－－－

蒜
》神戸

っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



Ｌ

Ｉ
：
Ｉ

、
’
１

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す
ｃ

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
心
の
手
帖
で
す
。

表
紙
／
故
小
磯
良
平
シ
リ
ー
ズ
「
風
景
其
の
三
」
（
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
）

セ
カ
ン
ド
カ
バ
ー
／
西
村
功
「
田
崎
真
珠
の
店
」

目
次
／
福
井
恵
子

Ⅷ
神
戸
っ
子
“
〆
島
田
実
恵
子
・
ま
り
遥
・
渋
井
義
寿

Ⅷ
あ
る
集
い
／
兵
庫
区
連
合
婦
人
会
・
大
和
楽
繭
の
会

６
神
戸
ま
つ
り
「
雨
の
ち
晴
れ
」

旧
美
の
扉
③
／
種
本
嫡
子

印
神
戸
色
模
様
④
／
石
阪
春
生

３
私
の
意
見
／
「
元
町
誕
生
百
二
十
年
を
迎
え
て
」
高
橋
恋
二

卿
ポ
エ
ム
・
ド
ー
コ
ウ
ベ
／
「
明
石
海
峡
大
橋
」
明
石
長
谷
雄
絵
・
石
阪
春
生

弧
連
載
エ
ッ
セ
イ
・
旅
の
か
た
ち
〃
安
水
稔
和
絵
・
中
西
勝

弱
私
と
神
戸
／
「
父
と
母
と
福
原
と
』
大
橋
良
二

魂
地
域
文
化
論
／
「
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
の
象
徴
性
』
嶋
田
勝
次

朝
ビ
ッ
グ
対
談
／
笹
山
神
戸
市
長
嘘
浅
井
信
雄

蛎
関
学
新
学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〃
柚
木
皐

岨
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
座
談
会
〆

木
下
章
夫
須
藤
雄
一
近
雲
筈
一
高
橋
洋
一
田
崎
俊
作
中
村
友
一
山
本
登
里
手

馴
Ｊ
Ｃ
世
界
会
議
神
戸
大
会
蚕
成
功
さ
せ
よ
う
④

弱
謄
本
ハ
ル
ミ
Ｋ
・
Ｆ
．
Ｍ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
フ
ァ
ッ
ン
ョ
ン
の
旅
①

、
も
う
さ
ん
の
ひ
ょ
う
ご
ウ
ォ
ー
ク
／
「
新
産
業
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

腿
タ
カ
ラ
ヅ
カ
釦
周
年
／
桂
小
米
朝
嘘
日
向
燕

｛
Ｕ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

邸
神
戸
の
お
砿
さ
ん
／
木
下
左
保
・
高
橋
有
美

７
パ
ー
ル
特
集
「
上
月
晃
の
華
麗
な
る
パ
ル
の
世
界
」

槻
但
馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

卯
但
馬
見
聞
録
／
「
但
馬
の
海
辺
」

舵
亀
井
一
成
の
ズ
ー
ム
・
ｌ
Ｎ
・
Ｚ
Ｏ
Ｏ

卵
ふ
た
た
び
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
田
淳

叩
有
馬
歳
時
記
／
「
有
馬
交
番
」

伽
神
戸
を
福
祉
の
街
に
／
「
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
橋
本
明

Ⅶ
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー

鵬
ン
ネ
マ
試
写
室
／
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
」
淀
ｊ
長
治

佃
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

Ⅲ
ポ
ケ
ッ
ト
シ
ャ
ナ
ル

閲
ぴ
っ
と
い
ん

Ⅲ
る
ほ
え
つ
せ
い
神
戸
〆
「
歌
っ
て
踊
っ
て
あ
り
が
た
や
兵
庫
大
仏
ま
つ
り
」
二
乗
社
夫

カ
メ
ラ
・
森
田
篤
志

化
Ｋ
Ｆ
Ｓ
｛
１
ス

棚
第
旧
回
神
戸
文
学
賞
受
黄
作
／
「
駆
け
落
ち
」
最
終
回
楽
ニ
ュ
ウ
絵
・
田
中
徳
喜

踊
神
戸
っ
子
倶
楽
部
会
員
情
報

伽
北
野
マ
ッ
プ

岬
海
・
船
・
港
／
「
神
戸
、
一
藍
序
通
を
行
く
」
が
ど
も
と
み
の
る
カ
メ
ラ
・
米
田
英
男

馴
堅
い
る
で
つ
づ
る
恋
歌
・
源
氏
物
語
⑮
〆
「
蓬
生
」
国
広
節
夫
・
国
広
富
美
子

陥
索
糊
千
紗
子
の
〈
宇
宙
〉
６
瑳
鮮

６
月
号
一
昌
次
●
１
９
９
４
－
３
９
８

刀
メ
ラ
米
田
定
蔵
池
田
年
夫
松
原
卓
也
森
田
諦
志
森
田
純
三
米
田
英
男

■
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■ 「Ｗ兵庫のまつり一ふれあいの祭典:ふ'|IjW匡疏'ｻル
－や

主催兵庫のまつり－ふれあいの祭典実行委員会
構成・演出内海重典氏（宝塚歌劇団名誉理事・演出家）

⑪ふれあいカーニバル／募集内容●ふれあいステージ／募集内容
【ジャンル】マーチング･ マスゲーム･ バトントワリ【ジャンル】歌・楽器演奏・ジャズダンス
ング･ ジャズダンス･ 伝統芸能等《陸上競技場のフィー 伝統芸能等《西芝生広場特設ステージ( 横9 ｍ
ルド( 最大5 0 ｍ×５０ｍ) での演技にふさわしいもの》奥行5 ｍ程度) での演技にふさわしいもの》

演技時間：１０分間（出入りの所要時間を含む）出演者数：特に制限なし
募集期間：平成6 年６月３０日（木）まで参加料：無料

し お問い合わせふれあいの祭典実行委員会事務局（担当：事業調整課）
お申込みａ（0 7 8 ）3 4 1 - 7 7 1 1 ㈹内線2 8 9 0 ～2 8 9 1

〒６５o 神戸市中央区下山手通５丁目１０－１
兵庫県第２号館１２階

１

）

」
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S ＩＮＣＥ１８９５ＫＯＢＥ
Ｍ ＡＣ

ＨＥＡＤＯＦＦＩＣＥ７ＦＮＥＷＣＥＮＴＥＲ１－６－２２/ＳＡＮＮＯＭｌＹＡ－ＣＨＯＣＨＵＯ－ＫＵＫＯＢＥＣＩＴＹＯ７８－３９２－１６５１
ＳＡＮＮＯＭｌＹＡＭＡＣＳＡＮＮＯＭ１ＹＡＣＥＮＴＥＲ－ＧＡｌｌＯ７８－３９１－Ｏ８９５
ＴＨＥＢＬＡＺＥＲＳＨＯＰＭＡＣＴＯＲ－ＲＯＡＤＯ７８－３９１－０８９６
ＧＳＭＡＣＳＡＮＮＯＭＩＹＡＣＥＮＴＥＲ‐ＧＡＩ２０７８－３３２－０１４１
ＰＬＥＮＴＹＭＡＣＳＥｌＳＩN P L E N T Y 2 F O 7 8 - 9 9 2 - 0 0 8 8
F E S T A M A C H I M E J 1 F E S T A 2 F O 7 9 2 - 8 9 - 4 7 3 8
S ＵＮＶ１０ＬＡＭＡＣＴＡＫＡＲＡＺＵＫＡＳＵＮＶ１０ＬＡ３ＦO 7 9 7 - 7 1 - 4 8 3 0

fＸ

想
い
〕
〕
も
う
一
つ
。
。
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
碑

ＧＳマック( 右）
ブラウス￥2 0 . 0 0 0
スカート￥2 4 . 0 0 0
ベスト￥2 3 ‘０００

ブレザーショップ( 左）
ジャケット￥4 3 . 0 0 0
パンツ￥1 7 . 0 0 0
シャツ￥ 7 . 3 0 0

、

ＭＡＣのお客様
守光裕・美香ご夫妻 一一一画『
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４

お酒落のための特典いろいろ。
1枚のカードから。
セリザワカード

'￥

－ーニヨ

鋤
窪能

参一鐘
甘
く
、
ゆ
れ
る
、
夏
の
ド
レ
ス
。

切
目
三
三

韓頚

＝厚／

頁■

皆

ＫＯＲＥ

本店神戸市中央陳＝宮町3 - 1 - 8
TELO78-331-1695

o レデイス。本店･ さんプﾗ サ店･ センター街店
・さんちか店･ P - 4ショップ

・メンス⑨メンズセリザワ

K O B E ･ O S A K A ･ T O K Y O d K Y O T O ･ H I M E J I ･ G l F U

〃
S ｅｎｚａｗａ

ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ’９４
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■
－
私
の
意
見

「
元
町
誕
生
百
一
一
十
年
」

を
迎
え
て

高
橋
憲
二

１
３１
１

八
元
町
商
店
街
連
合
会
会
長
Ｖ

識

神
戸
港
開
港
よ
り
六
年
、
神
戸
市
誕
生
に
先
立
つ
こ
と
十
五
年

の
明
治
七
年
五
月
一
一
十
日
、
県
令
に
よ
り
十
一
町
が
統
合
さ
れ
、

近
代
神
戸
の
原
点
「
神
戸
の
元
の
町
」
元
町
が
誕
生
、
今
年
は
そ

れ
か
ら
百
一
一
十
年
と
い
う
、
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。

港
コ
ウ
ベ
の
外
国
人
居
留
地
に
隣
接
し
た
商
店
街
と
し
て
、
ハ

イ
カ
ラ
ム
ー
ド
が
漂
う
街
元
町
、
す
で
に
明
治
三
年
に
は
写
真
館

が
開
業
、
六
年
に
は
牛
肉
屋
が
開
店
す
る
な
ど
、
新
し
い
時
代
の

風
が
い
ち
早
く
感
じ
ら
れ
る
街
で
し
た
。
様
々
に
輸
入
モ
ノ
を
扱

う
店
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
街
の
カ
ラ
ー
を
形
づ
く
っ
て
い
っ

た
こ
と
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
。
大
正
二
年
に
は
日

本
で
初
め
て
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
施
工
、
注
目
を
集
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
十
五
年
、
二
百
基
が
設
け
ら
れ
た
「
鈴
蘭
照
明

燈
」
は
歌
に
も
歌
わ
れ
る
ほ
ど
市
民
か
ら
愛
さ
れ
、
〃
元
ブ
ラ
″
の

愛
称
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
、
阪
神

大
水
害
大
空
襲
に
よ
る
商
店
街
全
滅
な
ど
の
苦
難
の
歴
史
が
続

き
ま
し
た
が
、
戦
後
各
商
店
会
を
再
結
成
し
、
地
元
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
、
今
日
ま
で
新
た
な
半
世
紀
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
百
二
十
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
り
、
現
在
そ
し
て
こ

れ
か
ら
の
元
町
を
考
え
ま
す
時
、
大
切
に
と
思
い
ま
す
こ
と
は
、

や
は
り
開
港
の
頃
か
ら
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
雰
囲
気
の
感
じ
ら

れ
る
独
特
の
基
調
を
生
か
し
な
が
ら
の
街
づ
く
り
で
す
。
も
ち
ろ

ん
そ
れ
は
た
だ
伝
統
や
老
舗
の
存
在
に
こ
だ
わ
る
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
外
か
ら
の
進
出
、
出
店
も
大
歓
迎
で
す
。
こ

の
百
二
十
年
の
間
絶
え
ず
新
し
い
も
の
が
入
り
続
け
、
元
町
が
成

り
立
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
ま
た
商
店
街
は
あ
く
ま
で
も
線
で
す

し
、
新
た
な
活
性
化
を
考
え
ま
す
時
に
は
、
海
岸
通
、
栄
町
か
ら

元
町
と
地
域
を
面
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
そ
う

し
た
視
点
か
ら
の
道
の
整
備
が
進
め
ば
、
良
い
店
も
出
来
、
人
の

流
れ
も
活
発
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
浜
側
に
隣
接
す
る
南
京

町
の
賑
わ
い
も
貴
重
な
存
在
で
す
。

こ
の
一
年
間
、
様
々
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
皆
様
に
く
つ
ろ
い
で
買

物
や
食
事
を
し
て
い
た
だ
け
る
、
ぶ
ら
り
と
散
策
し
て
心
が
な
ど

む
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
街
へ
と
、
更
な
る
発
展
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。
神
戸
の
み
な
ら
ず
、
日
本
を
代
表
す
る
商
店
街

に
と
の
意
気
込
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
今
後
と
も
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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美しい歯並びは、
お口の健康の大切なキーポイント

当院は、歯科矯正の専門医院です。
歯並びが悪いと､ 口元の美感を損なうだけでなく、
虫歯や歯ぐきの病気にかかりやすくなったり、頭
痛、肩こり、胃弱をひきおこす原因となることも
あります。矯正治療は小中学生の頃に行うことが
多いのですが、大人になってからでも治療は充分
可能です。噛み合わせの一部分を治すだけでも、
大変良い結果が得られる事が多々あります。これ
らのことが気になる方は、是非一度ご相談下さい。

●診療時間
午前1 0 時～1 2 時3 0 分
午後２時～６時3 0 分

●休診日
木曜・日曜・祝祭日

TEL･O78-332-5735
神戸市中央区北長狭通1 - 2 - 2 エピスビル8 Ｆ
〒6 5 0 （阪急三宮駅東口北側出口向い）

害田矯正歯科クリニック
◆育成医療指定医療機関

雛
紀といつし｡ぐぐ

童
S亜韓“睦砥 認識犠擬蕊鑑識

しゅうと

赤ちゃん:山崎柊斗<ん(平成5年1 2月8日生まれ）
ママ: 規子さん
｢ 元気に、たくましく、気持ちのやさしい子に
育って下さい。将来はＪリーグの選手かも? ! 」

☆佐本産科・婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通４－１－１５
秒078-575-1024(病室密078-576-9639）

市バス上沢４停南スグ
●駐車場完備●
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幼
き
日
育
っ
た
明
石
の
町

海
水
浴
で
遊
ん
だ
舞
子
の
浜

ふ
る
さ
と

亡
き
母
の
故
郷
淡
路
島

夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ
明
石
海
峡
大
橋

ロ
ポ
エ
ム
。
ド
・
コ
ウ
ベ
八
６
月
Ｖ

明
石
長
谷
雄

絵
／
石
阪
春
生

大
橋
は
光
る

ｌ
世
界
に
評
価
を
問
う
長
大
吊
橋

全
長
三
九
一
○
ｍ

中
央
支
間
長
一
九
九
○
ｍ

お
の
こ
ろ

蘇
生
す
る
自
凝
の
島

新
し
い
神
話

キ
ラ
キ
ラ
キ
ラ

潮
騒
母
の
声

１
３３
１

明
石
海
峡
大
橋

キ
ラ
キ
ラ
キ
ラ
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ま
え
は
こ
こ
で
降
り
て
須
賀
谷
温
泉
へ
行
っ
た
が
。
次
は

河
毛
。
か
わ
け
と
読
む
。
そ
の
次
が
高
月
。
た
か
つ
き
と

読
む
。
こ
こ
で
下
車
し
て
電
話
を
入
れ
る
。
迎
え
の
車
で

尾
上
温
泉
へ
向
か
う
。

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
波
立
つ
琵
琶
湖
が
ひ
ろ
が
る
。

湖
岸
の
宿
紅
鮎
に
入
る
。
客
は
ま
だ
い
な
い
。
さ
っ
そ
く

風
呂
に
と
び
こ
む
。
す
ぐ
前
に
湖
。
日
は
ま
だ
高
い
。
横

な
ぐ
り
に
雪
。
す
ぐ
晴
れ
て
き
て
、
ま
た
雪
。
竹
生
島
が

あ
ら
わ
れ
た
り
、
消
え
た
り
。
湯
に
つ
か
っ
た
ま
ま
ぼ
ん

や
り
。
部
屋
に
も
ど
っ
て
も
ぼ
ん
や
り
。
た
だ
た
だ
ぼ
ん

や
り
と
目
の
下
の
水
辺
に
群
れ
る
無
数
の
鳥
た
ち
を
眺
め

る
。
風
に
向
か
っ
て
浮
い
て
い
る
。
い
っ
せ
い
に
飛
び
立

っ
て
円
を
え
が
い
て
、
ま
た
も
と
の
水
に
戻
る
。
や
が
て

暮
れ
て
く
る
。
岸
辺
の
雪
の
白
さ
が
浮
き
あ
が
る
。
水
面

が
闇
に
沈
み
、
烏
た
ち
が
見
え
な
く
な
る
。
食
事
の
と
き
、

宿
の
人
に
烏
も
水
の
な
か
は
つ
め
た
い
で
し
ょ
う
ね
と
言

う
と
、
烏
は
感
じ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
と
言
わ
れ
る
。

気
を
と
り
な
お
し
て
、
夜
は
ど
こ
で
眠
る
ん
で
し
ょ
う
ね

と
た
ず
ね
る
と
、
岸
に
あ
が
っ
た
り
岸
近
く
の
風
の
当
ら

ぬ
水
面
に
集
ま
る
ん
で
す
よ
。
窓
の
外
を
白
い
も
の
が
斜

め
に
た
え
ず
流
れ
、
一
晩
中
ず
っ
と
窓
が
鳴
っ
て
い
た
。

翌
朝
、
水
鳥
公
園
か
ら
湖
面
一
望
。
渡
岸
寺
を
訪
ね
る
。

ど
う
が
ん
じ
と
読
む
。
薄
く
雪
を
か
ぶ
り
つ
ら
ら
を
た
ら

雪
の
話
を
六
月
号
に
書
く
の
は
気
が
ひ
け
る
が
、
前
回

書
い
た
「
ぶ
ら
り
」
が
前
の
日
に
電
話
を
入
れ
て
宿
を
取

る
話
だ
っ
た
の
で
、
今
回
は
当
日
に
電
話
を
入
れ
て
ぱ
っ

と
出
か
け
る
話
を
書
く
こ
と
に
す
る
。

ゆ
っ
く
り
と
朝
食
を
と
る
。
今
日
は
木
曜
日
。
い
つ
も

は
大
学
へ
出
か
け
る
日
だ
が
、
今
日
は
な
し
。
原
稿
は
来

週
締
め
切
り
の
も
の
ば
か
り
で
、
土
曜
か
日
曜
に
取
り
か

か
れ
ば
い
い
・
さ
し
あ
た
っ
て
今
Ｒ
明
日
は
な
に
も
な
い
。

と
い
う
か
、
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。
さ
あ
て
、
ど
う
す
る

か
。
朝
食
お
わ
っ
て
書
斎
に
引
き
あ
げ
て
・
行
こ
う
か
な
。

行
こ
う
か
な
。
行
こ
う
。
電
話
を
か
け
る
。
十
一
月
の
末

に
湖
北
へ
出
か
け
た
と
き
は
山
あ
い
の
一
軒
宿
に
泊
っ
た

が
、
今
度
は
湖
の
ほ
と
り
に
宿
を
取
る
。
さ
あ
、
仕
度
だ
。

仕
度
と
い
っ
て
も
別
に
な
い
。
ま
、
連
れ
の
人
は
た
い
へ

ん
大
変
だ
が
。
行
く
ぞ
と
言
っ
て
一
時
間
後
に
出
か
け
た
。

神
戸
は
快
晴
。
米
原
あ
た
り
か
ら
雪
。
長
浜
は
一
面
の

雪
。
駅
か
ら
の
道
路
は
雪
が
と
け
か
か
っ
て
い
て
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
状
で
べ
し
ょ
く
し
ょ
で
滑
り
そ
う
。
や
っ
と
た
ど

り
つ
い
た
慶
雲
館
は
門
も
庭
も
庭
の
植
木
も
雪
で
ま
つ

白
。
盆
梅
展
を
見
る
。
梅
の
古
木
を
植
え
て
育
て
た
鉢
が

屋
内
に
並
ん
で
い
る
。
外
は
雪
、
内
は
梅
。
上
が
天
井
に

つ
か
え
る
も
の
も
あ
り
、
紅
白
と
り
ま
ぜ
古
め
い
て
豪
著
。

駅
へ
も
ど
っ
て
木
ノ
本
行
き
に
乗
車
。
次
は
虎
姫
。
こ
の

随
想

旅
の
か
た
ち

〈
妬
〉

ば
つ
と

１
３４
１

安
水
稔

絵
／
中
西
勝 和
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し
た
観
音
堂
に
入
り
、
十
一
面
観
世
音
菩
薩
像
の
前
に
座

る
。
二
メ
ー
ト
ル
の
立
像
を
仰
ぎ
見
る
。
高
月
町
立
歴
史

民
俗
資
料
館
を
訪
ね
る
。
一
階
展
示
室
は
「
観
音
さ
ま
と

は
」
。
二
階
展
示
室
は
「
観
音
の
里
・
高
月
」
。
蕊
を
編
ん

で
つ
く
っ
た
「
オ
コ
ナ
イ
」
に
目
を
み
は
る
。
雪
中
こ
れ

を
背
お
い
ま
と
い
列
を
な
し
て
行
く
の
だ
。
雪
の
と
け
か

け
た
道
を
歩
い
て
駅
に
た
ど
り
つ
く
。

高
浜
行
き
に
乗
っ
て
、
高
浜
で
降
り
て
。
黒
壁
十
号
館

ガ
ラ
ス
鑑
賞
館
を
の
ぞ
く
。
ロ
ブ
マ
イ
ャ
ー
や
ロ
ッ
ッ
の

グ
ラ
ス
・
ア
ー
ト
が
目
を
ひ
く
。
中
庭
に
水
琴
窟
。
黒
壁

一
号
館
の
そ
ば
を
歩
い
て
い
る
と
、
頭
上
へ
雪
が
ど
さ
っ

と
落
ち
て
き
た
。
大
通
寺
再
訪
。
本
堂
横
か
ら
奥
へ
新
御
座

を
抜
け
て
含
山
軒
の
縁
に
直
行
。
こ
の
ま
え
見
落
し
て
い

た
枯
山
水
庭
園
の
借
景
、
雪
の
伊
吹
山
し
か
と
目
に
収
め

る
。
駅
へ
も
ど
っ
て
、
そ
う
だ
、
鴨
す
き
を
食
べ
な
い
と
。

駅
の
そ
ば
の
成
駒
家
へ
電
話
す
る
。
大
皿
に
鴨
三
種
、
シ

ャ
ブ
シ
ャ
ブ
用
、
煮
こ
み
用
、
骨
を
砕
い
て
ペ
ー
ス
ト
状

に
し
た
の
は
骨
片
が
歯
に
さ
わ
る
の
で
呑
み
こ
む
。
こ
れ

が
う
ま
か
っ
た
。
夕
方
帰
神
。

ぱ
っ
と
出
か
け
る
話
を
も
う
す
こ
し
。

湖
北
か
ら
帰
っ
た
次
の
朝
。
目
が
さ
め
る
と
雪
で
あ
る
。

街
は
雪
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。
即
座
に
、
行
く
ぞ
。
急
い

で
家
を
出
る
。
連
れ
の
人
は
い
つ
も
ほ
ん
と
に
大
変
。
山
陽

電
車
特
急
が
な
か
な
か
来
な
い
。
や
っ
と
来
た
が
、
動
い

て
は
と
ま
り
、
動
い
て
は
と
ま
り
。
雪
の
た
め
で
あ
る
。

や
っ
と
姫
路
に
つ
い
て
、
雪
の
町
を
タ
ク
シ
ー
ゆ
っ
く
り

と
ば
し
て
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
に
た
ど
り
つ
く
。
お
も

っ
た
と
お
り
、
明
日
で
会
期
が
お
し
ま
い
と
い
う
の
に
入

場
者
は
ま
ば
ら
。
没
後
二
○
○
年
記
念
・
円
山
応
挙
展
を

観
る
。
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
香
佳
大
乗
寺
の
名
品

が
目
に
つ
く
。
「
山
水
図
襖
」
「
松
孔
雀
図
襖
」
「
郭
子
儀

図
襖
」
。
あ
の
雪
の
日
の
冷
え
た
廊
下
の
つ
め
た
さ
を
思

い
出
す
。
中
二
階
喫
茶
室
で
、
雪
の
姫
路
城
を
望
ん
で
コ

ー
ヒ
ー
一
杯
。
青
空
。
陽
光
。
融
け
る
雪
。’
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い
二
銭
で
飲
ま
し
て
く
れ
た
。

こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
は
、
私
た
ち
子
供
の
遊
び
の
広
場
で
あ

っ
た
。私

の
店
の
前
は
す
ぐ
消
防
の
屯
所
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か

ら
南
へ
二
列
に
桜
並
木
が
植
え
て
あ
り
、
私
た
ち
は
桜
筋

と
呼
ん
で
い
た
。
春
に
な
っ
て
桜
の
花
が
咲
く
と
、
歌
舞

伎
の
花
の
吉
原
の
舞
台
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
華
や
か
な

色
街
に
変
身
す
る
。
六
時
七
時
は
宵
の
口
、
八
時
九
時
か

ら
本
番
で
、
何
処
か
ら
か
三
味
線
や
太
鼓
の
音
が
流
れ
、

ぼ
ん
ほ
り

幸
三
洞
の
灯
り
に
街
が
な
ま
め
か
し
く
、
十
一
時
を
過
ぎ
る

と
、
小
さ
な
琴
や
抱
え
三
味
線
で
、
流
し
の
お
兄
さ
ん
が

新
内
を
弾
き
な
が
ら
、
街
の
闇
に
消
え
て
行
く
。
そ
れ
は

頚
廃
的
で
は
あ
る
が
、
一
種
の
耽
美
的
で
も
あ
っ
た
。

小
さ
い
時
の
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
父
は
短
気
で
頑

固
一
徹
、
酒
好
き
で
職
人
気
質
ま
る
出
し
、
そ
の
く
せ
無

類
の
お
人
好
し
で
あ
っ
た
。
母
は
生
涯
丸
営
で
通
し
、
束

髪
に
結
っ
た
こ
と
も
な
く
、
着
物
は
和
服
で
お
よ
そ
洋
服

ら
し
い
も
の
は
一
着
も
持
た
な
か
っ
た
。

性
格
は
寡
黙
で
辛
棒
強
く
、
う
る
さ
い
親
父
に
よ
く
仕

え
て
い
た
。
唯
一
つ
無
類
の
煙
草
好
き
で
、
い
つ
も
店
の

き
せ
る

片
隅
で
、
長
い
煙
管
に
刻
み
煙
草
を
つ
め
て
、
お
い
し
そ

私
は
福
原
生
れ
の
神
戸
育
ち
で
あ
る
。
大
正
四
年
五
月

五
日
、
神
戸
の
花
街
Ｉ
福
原
に
あ
る
“
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
縦

（
金
毘
羅
神
社
）
の
前
、
三
味
線
屋
の
二
階
で
生
れ
た
。

や
し
る

父
は
播
州
社
で
生
ま
れ
、
小
学
校
を
出
る
と
す
ぐ
神
戸

の
三
絃
商
に
奉
公
、
十
九
の
年
に
一
つ
違
い
の
母
と
結
婚

し
、
前
記
金
毘
羅
さ
ん
の
前
で
、
大
橋
楽
器
店
と
し
て
独

立
し
て
い
る
。
父
宗
九
郎
は
三
味
線
の
皮
の
張
替
え
の
技

価
は
優
れ
て
い
た
ら
し
く
、
文
楽
の
豊
沢
団
平
か
ら
、
張

替
え
の
名
人
と
折
紙
を
つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
、
こ
れ
は
終

世
、
父
の
自
慢
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
母
ゆ
う
は
長
田
の
人
、

長
田
神
社
の
す
ぐ
西
の
庭
に
大
き
な
柿
の
あ
る
農
家
の
長

女
で
あ
る
。

私
が
物
心
つ
い
た
時
は
、
四
人
の
姉
の
末
っ
子
で
、
随

分
可
愛
が
ら
れ
た
ら
し
い
。
小
さ
い
時
か
ら
腺
病
質
で
胃

腸
が
弱
く
、
医
者
通
い
を
し
な
が
ら
、
育
っ
た
。
子
供
は

全
部
で
八
人
、
男
二
人
女
六
人
生
ま
れ
た
が
、
長
男
、
長

女
、
六
女
は
早
世
、
結
局
女
四
人
男
一
人
と
な
っ
た
。

小
さ
い
頃
の
記
憶
で
は
、
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
は
現
在
よ
り

も
境
内
が
広
く
、
石
の
烏
居
の
す
ぐ
左
側
に
焼
芋
屋
が
あ

り
、
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
芋
屋
の
裏
手
に
小
さ
な
茶
店
が
あ

り
、
夏
な
ど
冷
た
い
麦
茶
に
、
砂
糖
蜜
を
入
れ
て
、
一
ぱ

口
随
想
口
私
と
神
戸

大
橋
良
三
八
日
本
画
家
Ｖ

父
と
母
と
福
原
と

１
３６
１
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う
に
吹
っ
て
い
た
．
ｉ
こ
れ
が
後
に
舌
癌
と
い
う
生
命

取
り
の
病
気
で
、
死
ぬ
原
因
と
な
っ
た
。

断
片
的
な
記
憶
の
中
で
、
い
ま
だ
に
鮮
烈
に
覚
え
て
い

る
の
は
、
四
、
五
歳
の
頃
だ
っ
た
が
、
裏
の
縁
側
の
納
戸

の
扉
に
、
父
が
杉
の
板
戸
を
注
文
し
た
。
大
工
が
ピ
ヵ
ピ

カ
の
板
戸
を
取
り
付
け
て
帰
っ
た
直
後
、
私
は
赤
や
緑
や

い
た
ど

青
の
ク
レ
オ
ン
で
、
そ
の
板
戸
に
丸
や
三
角
な
ど
描
き
な

ぐ
っ
た
。
母
が
気
付
い
た
時
に
は
、
見
事
に
上
か
ら
下
ま

で
意
味
不
明
の
壁
画
が
出
来
て
い
た
。
本
人
は
得
意
満
面

で
い
た
が
、
母
の
悲
鳴
で
飛
ん
き
た
父
に
、
真
赤
な
顔
で

怒
鳴
り
つ
け
ら
れ
て
怖
く
な
り
、
大
声
で
泣
い
た
。
数
日

後
、
消
え
な
い
板
戸
の
ク
レ
オ
ン
を
、
黙
々
と
消
そ
う
と

し
て
い
る
母
の
横
顔
を
見
て
い
る
内
に
、
悲
し
く
な
り
後

悔
し
て
泣
い
た
。

そ
の
母
は
、
私
が
中
学
を
卒
業
し
た
昭
和
八
年
四
月
三

十
日
、
舌
癌
で
死
ん
だ
。
五
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

父
は
母
の
死
後
急
に
樵
枠
し
て
、
仕
事
に
も
余
り
力
を

入
れ
ぬ
様
子
だ
っ
た
が
、
二
年
位
経
っ
た
頃

か
ら
、
何
と
な
く
眼
に
生
気
が
出
て
き
て
、

生
活
に
張
り
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
あ
る
日
、
父
は
私
を
奥
の
間
に
呼
ん

で
、
意
外
な
こ
と
を
話
し
出
し
た
。
母
が
発

病
し
た
の
は
三
年
程
前
で
あ
っ
た
が
、
病
気

が
病
気
だ
け
に
、
充
分
父
の
世
話
も
出
来

ず
、
酒
の
好
き
な
父
は
、
よ
く
外
で
憂
さ
を

晴
ら
し
て
い
た
。

そ
の
内
に
飲
み
屋
で
気
立
て
の
よ
い
女
性

と
知
り
あ
っ
て
仲
良
く
な
り
、
子
供
が
出
来

た
と
言
う
の
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
は
二
十

違
い
の
妹
が
出
来
た
わ
け
で
、
父
を
責
め
る

前
に
、
父
の
余
生
と
高
年
齢
で
生
れ
た
娘
の

将
来
を
案
ず
る
父
に
、
私
は
深
い
同
情
を
禁
じ
得
な
か
っ

た
。父

は
母
の
死
後
五
年
目
に
尿
毒
症
で
死
ん
だ
。
短
い
世

帯
で
あ
っ
た
が
、
父
の
余
生
は
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。
義
母

は
最
後
ま
で
懸
命
に
看
病
し
て
い
た
が
、
告
別
式
を
済
ま

し
た
後
、
娘
を
抱
い
て
瀬
戸
内
海
の
実
家
へ
帰
っ
て
行
っ

た
。昭

和
二
十
年
神
戸
は
大
空
襲
で
焼
け
た
。
わ
が
町
福
原

は
一
物
も
残
さ
ず
に
焼
滅
し
た
。
私
を
生
み
、
育
て
て
く

れ
た
父
も
母
も
福
原
も
消
え
て
、
唯
私
の
心
に
は
懐
か
し

い
記
憶
と
し
て
遣
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。１

３７
１

大橋さんが描いた思い出の中の母親のゆうさん。
寡黙で辛抱強く、生涯丸髭で通した。

八
大
橋
良
三
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
Ｖ

昭
和
二
十
六
年
兵
庫
県
日
本
画
家
連
盟
結
成
、
人
物
画

を
専
攻
す
る
も
後
に
仏
像
素
描
を
始
め
る
。
代
表
作
少
こ

う
べ
賛
歌
〃
参
西
脇
市
法
輪
寺
・
大
日
如
来
像
，
。
半
ど

ん
文
化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
奄
兵
庫
県
文
化
賞
、
地
域

文
化
功
労
者
賞
文
化
庁
表
彰
、
神
戸
新
聞
平
和
賞
受
貧
。
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※表示金額以外、費用は一切かかりません。

最新脂肪吸引法で
女性らしいボデイラインに。
憧れのミニスカートが
はけるようになりました。

ムース＆フルーツ

「ファッシ
ョン雑誌を見
ても「どうせ
私には似合わ
ないし」って
あきらめの連
続。自分の体
型に自信がも
てないと、何
をするにもヤ
ル気がおこら
ないんです
よ」と太めの

揮男弱漉掘露鼎
：
．
…
：
＄
ｊ
・
・
：
．
．
…
；
・

ざ
田
口
Ｊ
『
茜
Ｐ
ｂ

『
《
》
畔
》
癖
私
》
》
託
津
》
密
》
曇
弓
報
Ｊ
霊
議
Ｊ
鐸
》
》

ゆったりと語り合う昼下がり。優しいムースで
ちょっとおしゃれな「オアシス｡ タイム｣ 。卜

お腰､ お尻､ 太ももの脂肪吸
引をして気になる下半身だけ
でなく、全体的にすっきりと
しましたね。

鱗蕊驚繍難§蕊霧譲識

蕊

2 4 時間無料テープ案内

鶏甥諜銭鍔蕊擬

女性の悩みを代弁してくれた写真の彼女。やっぱり女の子ならファッシ
ョンを楽しみたいと思うのがあたりまえですよね。「エステに減食と、
いろいろなダイエットを試したけれど効果がなくて途中で挫折」したそう。
そんな経験をしたことのあるあなたには美容整形の脂肪吸引法がおすす- め。
痩せたい部分の脂肪を吸い出し、ムリなくすっきりできるという理想的
な方法です。
脂肪吸引／お腹…3 8 ～5 8 万円、お尻…3 8 万円、太もも…3 8 ~ 4 8 万円

（太もも全体は6 8 万円) 、ふくらはぎ…3 8 万円

理鉢号晶, 韓論蝉舗
亀鵡鐘箪漣軍

癖

P ＲＦＳｎＮＴ

曾品川美容ﾀﾄ科形成ﾀﾄ科

美容整形に関しての最新情報を満載した本「スーパー美容術のすべて一美しさ自
由自在」（品川美容外科監修）を抽選でプレゼント。ご希望の方はハガキに住所・
氏名･ 年齢･ 電話番号を書いて下記の宛先までお送りください。

〒1 0 8 束京都港区港南２‐６－３新富ビル３Ｆ
ビューティークラブ「スーパー美容術のすべて」プレゼント神戸っ子係まで

8 個入り蕃２，０００

1 2 個入り要３，０００

式
社
株
会

函Ｏ１２０－ＯＯ６４７７ 北欧の銘栗

aO78(331)7183<女性〉
Ia078(331)4102<男性〉

Ｚ－Ｍムコ刀工外
診療時間/AM10:00写､勢ｆｗ§００<年中無休Ｘ:;神戸市中央区三宮町
※各種クレジットカード・ローン支払可…亀“１= 3 - 3 小林ビル6 F 蝿
腫R燕､０６(i312)1420<女性〉ｍ麺Ｉ076<3“>3386〈女悔

3８本社〒6 5 1 - 2 1 神戸市西区北別府2 - 1 ﾖ ２
ＴＥＬ.(078)974-9756慣ＡＸ(078)974-9758

大阪営業所〒5 5 8 大阪市仲吉区苅田町7 丁目1 2 - 1 9
ＴＥＬ(06)697-94351弓ＡＸ(06)697-4188

東京・名古屋・大阪・神戸
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１
３９
１

広
島
へ
出
掛
け
た
時
に
は
大
体
こ
の

美
術
館
を
訪
ね
て
ほ
っ
と
す
る
一
時
を

も
つ
こ
と
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
。

今
回
広
島
を
訪
門
し
た
の
は
、
今
年

広
島
で
行
な
わ
れ
る
ア
ジ
ア
競
技
大
会

の
開
催
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
の
施
設

が
着
実
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
都
市
全

体
の
基
盤
施
設
の
整
備
状
況
を
見
学
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
際
平
和
文
化
都

市
に
ふ
さ
わ
し
い
顔
を
ど
の
よ
う
に
生

み
出
す
か
の
ス
テ
ッ
プ
を
確
実
に
し
て

行
く
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
実
感
出
来
た

の
は
幸
い
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
こ
の

美
術
館
で
の
ん
び
り
出
来
た
の
で
、
未

来
都
市
へ
の
歩
み
は
、
豊
か
な
文
化
に

接
触
す
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
の
は
言
を

待
た
な
い
と
ま
で
思
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
美
術
館
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
沿

革
が
記
さ
れ
て
い
る
。

八
そ
の
妬
Ｖ

ひ
ろ
し
ま
美
術
館
の
象
徴
性

’
た
し
か
に
「
愛
と
や
す
ら
ぎ
の
た
め
に
」
ｌ

あ
る
こ
と
が
嬉
し
い

嶋
田
勝
次
八
神
戸
大
学
ェ
学
部
建
築
学
科
教
授
Ｖ

部
分
は
、
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
構
成
と
な

っ
て
い
て
、
４
室
よ
り
成
っ
て
い
て
、

そ
の
４
室
に
は
十
九
世
紀
か
ら
一
一
十
世

紀
の
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
美
術
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
海
外
の
美
術
に
触
れ
た
か
っ
た

我
々
が
倉
敷
の
大
原
美
術
館
へ
出
掛
け

て
嬉
し
く
な
っ
て
い
た
気
分
に
似
た
感

覚
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
美
術
館
の
塀
の
中
の
象
徴
的
な

円
形
平
面
の
平
家
建
の
形
態
の
４
つ
の

出
入
口
か
ら
北
側
の
展
示
館
に
入
っ
て

地
階
に
あ
る
展
示
室
は
、
す
べ
て
日
本

の
作
品
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

浅
井
忠
・
黒
田
清
輝
・
藤
島
武
二
・

岸
田
劉
生
・
小
出
楢
重
・
佐
伯
祐
三
・

坂
本
繁
二
郎
・
梅
原
龍
三
郎
。
安
井
曽

太
郎
。
平
山
平
三
。
須
田
国
太
郎
・
岡

鹿
之
助
。
熊
谷
守
一
・
小
磯
良
平
・
林

武
。
宮
本
三
郎
・
香
月
泰
男
。
鴨
居
玲

な
ど
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を

拝
見
し
な
が
ら
百
科
事
典
的
な
安
心
感

と
共
に
、
特
定
の
作
家
の
も
の
を
じ
っ

く
り
見
た
い
な
あ
／
，
と
い
う
ぜ
い
た
く

な
気
分
も
も
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
そ
の
中
で
も
特
に
鴨
居
玲
の
ブ

ル
ー
の
「
教
会
」
を
拝
見
し
て
嬉
し
く

な
っ
て
来
た
。

そ
こ
を
出
て
直
ぐ
の
ロ
ビ
ー
に
ロ
ダ

ン
の
「
カ
レ
ー
の
市
民
」
の
習
作
を
拝

見
し
て
、
豊
か
な
気
分
に
ひ
た
っ
て
来

た
。
帰
り
の
喫
茶
室
の
コ
ー
ヒ
は
お
い

し
か
っ
た
し
、
そ
の
前
の
戸
外
に
立
つ

ブ
ー
ル
デ
ル
の
裸
婦
が
ほ
ほ
え
ん
で
い

た
。

ひ
ろ
し
ま
美
術
館
は
、
昭
和
弱
年
ｎ

月
３
日
に
開
館
し
ま
し
た
。
こ
の
年

創
業
血
周
年
を
迎
え
た
広
島
銀
行
が

地
域
と
と
も
に
歩
ん
だ
歴
史
の
記
念

事
業
と
し
て
設
立
し
た
も
の
で
す
ｐ

昭
和
加
年
８
月
６
日
、
あ
の
原
爆
の

劫
火
に
よ
っ
て
幾
多
の
い
尊
い
命
が

失
わ
れ
、
街
は
一
瞬
に
し
て
廃
嘘
と

化
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
釦
数
年
、

広
島
は
平
和
文
化
都
市
の
建
設
を
目

ざ
し
て
、
復
興
の
道
を
歩
ん
で
き
ま

し
た
が
、
そ
の
道
程
の
中
で
久
し
く

求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
心
の
喜
び

と
や
す
ら
ぎ
の
場
で
し
た
。

こ
の
美
術
館
は
、
〃
愛
と
や
す
ら
ぎ
の

た
め
に
″
を
テ
ー
マ
に
、
構
想
加
数
年

の
も
と
、
人
々
の
希
求
に
応
え
る
香
り

高
い
美
の
殿
堂
と
し
て
誕
生
し
た
の
で

す
。
今
日
の
広
島
の
礎
と
な
ら
れ
た
原

爆
犠
牲
者
の
方
々
へ
鎮
魂
の
祈
り
と
平

和
へ
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
島
の
都
心
に
立
地
し
て
い
る
の
に

ま
こ
と
に
静
か
な
美
術
館
に
な
っ
て
い

る
の
は
部
厚
い
壁
面
に
囲
ま
れ
た
内
側

の
平
家
と
地
階
に
展
示
空
間
が
あ
る
の

で
、
外
部
の
騒
音
が
入
り
込
ま
な
い
こ

と
が
、
と
り
あ
え
ず
よ
い
環
境
づ
く
り

の
原
点
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
一
階
の
壁
面
に
囲
ま
れ
た

本館メイン･ ホールとマイヨール｢ ヴィナス」
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●
神
戸
っ
子
ビ
ッ
グ
対
談
八
浅
井
信
雄
と
語
る
Ｖ
第
１
回

浅井信雄（あさい・のぶお）1 9 3 5 年新潟県生まれ。東京外大卒。
読売新聞ワシントン支局長など海外在住1 0 年以上。退社後、米国
ジョージタウン大客員研究員、東大講師、三菱総合研究所客員研
究員を経て、’8 7 年より神戸外大国際関係学科教授。著書「民族
世界地図」ほか多数。横浜市在住ｂ

各
界
か
ら
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
の
浅
井
信
雄

先
生
と
、
こ
れ
か
ら
の
神
戸
の
あ
り
方
、
国
際
都
市
を
標
傍
す
る
に

求
め
ら
れ
る
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
頂
く
シ
リ
ー
ズ
の
一

回
目
。
ゲ
ス
ト
は
笹
山
幸
俊
神
戸
市
長
。
既
成
市
街
地
、
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ロ
ン
ト
、
道
路
等
の
整
備
か
ら
新
し
い
教
育
環
境
づ
く
り
ま

で
、
規
制
緩
和
の
問
題
を
絡
め
な
が
ら
、
具
体
的
に
話
が
展
開
し
た
。

笹
山
幸
俊
神
戸
市
長
を
迎
え
て

自
由
な
神
一
戸
で
個
性
的
な
教
育
を

国
際
化
は
人
づ
く
り
か
ら蝿

裟
☆
既
成
市
街
地
も
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
も

こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
整
備
を

浅
井
今
年
ｎ
月
、
神
戸
で
Ｊ
Ｃ
の
世
界
大
会
が
開
か
れ
、
外
国

か
ら
多
く
の
人
が
来
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
例
え
ば
神
戸
の
何

処
を
見
せ
た
い
と
、
市
長
は
思
わ
れ
ま
す
か
？

笹
山
あ
る
人
に
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
が
、
西
神
の
外
資
系
の
会

１
４０
１
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笹山幸俊（ささやま・かずとし）1 9 2 4 年兵庫県揖保郡生まれ、
鹿児島育ち。神戸工業専門学校（現．神大工学部）卒。’4 6 年神
戸市採用、復興本部企画課配属。都市計画局長、助役を経て、
' 8 9 年より神戸市長。ぬくもりと活力にあふれる快適なまち、ア
ーパンリゾート都市づくりを目指す。

は
活
か
し
た
り
し
な
が
ら
将
来
図
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
昔
ち
ょ
っ
と
し
た
道
と
い
う
の
が
、
有
馬
街
道
し
か

な
か
っ
た
の
で
す
よ
。
で
す
か
ら
ほ
と
ん
ど
文
化
的
交
流
も
な
か

っ
た
。
そ
れ
を
同
一
の
生
活
圏
に
し
よ
う
と
し
た
ん
で
す
。
西
神

地
区
も
、
昔
は
明
石
地
区
と
い
っ
し
ょ
の
生
活
圏
だ
っ
た
の
に
、

区
切
っ
て
計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

浅
井
私
な
ど
住
む
に
心
地
よ
い
所
と
い
う
の
は
、
あ
る
程
度
空

間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
が
よ
い
。
山
の
向
こ
う
が
は
る
か
に
快

適
だ
と
思
い
ま
す
。

笹
山
だ
か
ら
、
い
か
に
早
く
都
心
へ
来
る
こ
と
が
で
き
る
か
が

問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

浅
井
空
間
が
あ
っ
て
緑
が
豊
か
で
静
か
で
も
、
そ
こ
に
ず
っ
と

い
た
の
で
は
、
人
間
さ
び
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。

笹
山
訓
分
も
か
か
ら
ず
新
し
い
空
気
の
良
い
緑
に
会
い
に
行
け

る
と
い
う
…
。
既
成
市
街
地
に
住
む
人
に
と
っ
て
も
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
神
戸
が
全
部
条
件
が
揃
っ
て
い
る
な
ァ
。

浅
井
市
長
。
ご
自
慢
で
す
ね
ェ
。
（
笑
）

笹
山
好
条
件
を
う
ま
く
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
で
も
神
戸

は
も
う
少
し
町
並
み
を
う
ま
く
工
夫
し
て
い
か
ね
ば
…
と
思
っ
て

い
ま
す
。

社
の
外
国
の
方
が
来
た
と
き
に
、
ま
ず
何
が
見
た
い
か
聞
く
と
、

お
寺
が
見
た
い
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
神
戸
は
明
治
以
後
に
拓

か
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
街
で
す
か
ら
、
西
北
神
で
な
い
と
古
い

日
本
文
化
と
い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

浅
井
そ
う
し
ま
す
と
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
交
流
と
い
う
点
か
ら

見
て
、
神
戸
と
し
て
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
を
追
求
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

笹
山
そ
う
で
す
ね
、
船
で
神
戸
に
き
た
外
国
の
方
々
は
、
景
観

的
に
格
好
の
良
い
所
だ
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。
す
ぐ
目
の
前
に
緑

の
山
が
あ
り
、
街
も
傾
斜
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
全
景
が
よ
く
見

え
る
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
こ
ん
な
大
都
市
は
な
い
と
思
い

ま
す
よ
。
と
く
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
な
ど
は
、
第
一
印
象
が
良
い
と
非

常
に
感
激
さ
れ
て
、
ほ
め
ま
す
ね
。

浅
井
た
し
か
に
山
と
海
に
は
さ
ま
れ
た
狭
い
町
が
今
ま
で
中
心

だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
が
ほ
ぼ
限
界
に
近
い
状
態
で
、
山
の
向

こ
う
が
開
発
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
点
に
つ
い
て
神
戸
の
人
は
、
山

の
向
こ
う
は
新
し
い
け
れ
ど
、
こ
れ
は
神
戸
な
の
か
と
い
う
よ
う

な
、
そ
ん
な
思
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

笹
山
山
の
向
こ
う
と
言
っ
て
も
、
ト
ン
ネ
ル
で
直
結
し
て
い
ま

す
か
ら
…
。
街
づ
く
り
も
、
或
る
面
で
は
創
っ
た
り
、
或
る
面
で

4１
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甜
蒋
、
写

鵜山
の
向
こ
う
に
新
し
く
造
っ
た
町
は
、
加
年
、
加
年
す
る
と
落

ち
着
い
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
。た

だ
、
既
成
市
街
地
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
ま
だ
ま
だ
手
を
加

え
ね
ば
良
く
な
ら
な
い
所
が
あ
る
ん
で
す
。
今
、
既
成
市
街
地
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
で
す
。

職
住
接
近
と
い
わ
れ
て
い
る
現
在
、
中
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
化
し

て
も
、
質
の
良
い
も
の
を
作
ら
ね
ば
…
と
。

浅
井
神
戸
は
横
に
の
び
た
町
で
、
南
は
海
岸
線
Ｉ
い
わ
ゆ
る
ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
で
す
ね
。
私
は
海
が
好
き
で
、
自
称
「
水
際
族
」

と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
今
、
神
戸
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
を
見

て
い
て
も
、
ま
だ
開
発
が
充
分
で
な
い
な
あ
と
思
う
の
で
す
。

な
に
か
も
っ
た
い
な
い
思
い
が
し
ま
す
。
も
っ
と
締
麗
に
な
る

べ
き
所
が
、
ま
だ
手
が
入
っ
て
い
な
い
。

笹
山
そ
の
辺
り
が
一
番
肝
心
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。
西
の
海
岸
も

含
め
て
…
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
着
手
し
た
の
は
、
ま
だ
数
年
前
の
こ

と
な
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
も
、
ど
ん
ど
ん
港
の
近
く
に
焦

点
を
あ
わ
せ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
考
え
方
と
し
て
、
ま
ず
観
光

客
相
手
の
仕
事
な
ん
で
す
ね
。
町
が
さ
び
れ
た
か
ら
、
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ロ
ン
ト
を
開
発
し
て
、
お
客
を
呼
ぼ
う
と
す
る
。
そ
の
た
め

の
施
設
を
作
る
と
い
う
考
え
方
。
、

神
戸
の
場
合
は
、
そ
れ
で
は
困
る
の
で
す
。
港
湾
施
設
は
ち
ゃ

ん
と
造
り
な
が
ら
少
し
空
き
地
を
利
用
し
て
と
い
う
考
え
方
。
観

光
も
、
ブ
ー
ム
が
去
る
と
客
も
来
な
く
な
る
。
こ
ん
な
こ
と
に
な

ら
ぬ
よ
う
、
施
設
や
環
境
づ
く
り
を
し
て
、
常
に
市
民
が
利
用
し
、

ま
た
観
光
客
に
も
来
て
も
ら
え
る
と
い
う
よ
う
な
計
画
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

鯛灘

詳
酔
．
別

4２

☆
安
全
と
環
境
の
た
め
の

規
制
も
不
可
欠

浅
井
そ
の
関
連
で
い
く
と
、
も
う
一
つ
、
神
戸
の
宿
命
的
な
課

題
は
道
路
。
神
戸
は
道
が
東
西
に
走
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
車
を
ど

こ
に
通
す
か
と
い
う
と
、
も
う
海
岸
近
く
を
通
す
し
か
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
ね
。
そ
し
て
利
用
す
る
の
も
乗
用
車
だ
け
な
ら
ま
あ

ま
あ
で
す
が
、
大
き
な
産
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
、
ピ
ュ
ン
ピ
ュ
ン
走

る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
・
・
・
・

笹
山
そ
う
。
つ
ら
い
こ
と
で
す
よ
。
湾
岸
利
用
を
早
く
し
て
、

ト
ラ
ッ
ク
そ
の
他
は
湾
岸
道
路
を
営
利
用
の
規
制
を
し
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浅
井
最
近
、
東
の
方
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
か
ら
大
阪
方
面
へ
は

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

笹
山
一
つ
の
案
と
し
て
、
湾
岸
線
を
利
用
す
る
ト
ラ
ッ
ク
は
、

料
金
を
安
く
す
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
３
号

線
を
利
用
す
る
時
は
、
逆
に
料
金
を
高
く
す
る
と
か
。
ま
あ
、
そ

ん
な
こ
と
は
実
際
に
は
出
来
な
い
こ
と
な
ん
で
す
が
、
或
程
度
強

制
的
に
や
っ
て
い
か
ね
ば
と
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
街
の
中
は
勿
論
、
あ
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
で

も
ト
ラ
ッ
ク
な
ん
か
通
っ
て
な
い
で
す
よ
。
せ
い
ぜ
い
バ
ス
く
ら

い
。
だ
か
ら
、
あ
れ
く
ら
い
規
制
し
な
く
て
は
…
。
道
路
が
あ
っ

た
ら
、
ど
こ
で
も
通
る
と
い
う
の
は
ね
。

そ
れ
で
、
神
戸
の
高
速
道
路
は
、
全
部
格
子
型
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
よ
。
北
側
と
湾
岸
を
つ
な
ぐ
継
ぎ
目
だ
け
は
、
や
む
な
く

ト
ラ
ッ
ク
も
通
す
。
そ
し
て
で
き
る
だ
け
西
か
ら
来
る
車
は
西
の

方
で
湾
岸
線
へ
入
れ
て
し
ま
い
、
と
に
か
く
都
心
を
通
さ
な
い
方

法
を
と
り
い
れ
た
い
の
で
す
。

浅
井
規
制
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
中
央
で
は

「古い部分をできるだけ早
く整備し、人が快適に住み、
集まるような町にしていき
たい」
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規
制
緩
和
を
…
と
い
う
風
潮
で
す
が
。
そ
ん
な
中
で
規
制
強
化
と

い
う
こ
と
を
お
聞
き
す
る
Ｑ
は
…
（
笑
）
。

笹
山
確
か
に
行
き
過
ぎ
た
規
制
は
緩
和
す
べ
き
も
の
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
私
も
国
へ
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
何
で
も
一
律
に

規
制
緩
和
を
し
た
の
で
は
、
町
を
造
っ
て
い
る
側
か
ら
す
る
と
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
厳
し
く
す
る
か
わ
り
に
、
プ
ラ

ス
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
ね
。
必
要
な
ら
し
っ
か
り
し
た

計
画
の
も
と
に
緩
和
し
た
方
が
良
い
の
は
当
然
で
す
。
が
、
一
律

に
…
と
い
う
の
は
ね
。
例
え
ば
、
神
戸
と
大
阪
・
東
京
と
い
う
、

そ
れ
ぞ
れ
都
市
の
性
格
も
生
い
立
ち
も
中
味
も
違
う
町
を
、
全
部

一
律
に
規
制
緩
和
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

浅
井
結
局
、
地
方
文
化
と
い
う
こ
と
か
ら
い
う
と
、
全
く
そ
の

通
り
で
す
ね
。
安
全
と
環
境
の
た
め
の
規
制
も
不
可
欠
で
す
。
と

同
時
に
、
中
央
で
は
行
政
改
革
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
よ
ね
。
要

す
る
に
お
役
人
の
考
え
方
を
、
ど
う
転
換
し
て
い
く
か
と
い
う
…
。

こ
れ
は
中
央
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
の
で
は
？

笹
山
地
方
に
も
あ
り
ま
す
よ
。

浅
井
地
方
自
治
体
が
中
央
官
庁
か
ら
規
制
を
加
え
ら
れ
て
窮
屈

だ
と
思
っ
て
い
る
よ
う
に
、
恐
ら
く
地
方
住
民
も
地
元
の
お
役
所

に
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
よ
。

具
体
的
に
、
神
戸
市
で
は
ど
ん
な
問
題
が
あ
り
ま
す
か
。
市
長

が
気
付
か
れ
て
い
る
こ
と
で
…
。

笹
山
今
ま
で
や
っ
て
き
た
中
で
「
こ
う
し
て
欲
し
い
。
こ
う
し

た
方
が
良
い
」
な
ど
と
い
う
市
民
の
方
々
の
提
案
の
さ
れ
方
が
、
最

近
ち
ょ
っ
と
く
ず
れ
て
き
ま
し
た
。
相
当
話
合
い
の
時
間
を
と
っ

て
み
て
も
、
合
意
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
す
よ
。
市
民
の
良

識
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ど
う
し
て
も
規
制
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
お
こ
っ
て
き
ま
す
。

贋
蕊
駕
綴
韓
蕊
鴇
醗
騨
溌
蝿
琵
勤
溌
購
睡
睡
雷
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ティは快感を追求
。この点を考えな
…」

「アメニテ
すること｡
くては．．…

☆
新
し
い
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
こ
か
で
見
直
し
を
し
な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な
く
な
る
。

浅
井
話
が
変
わ
り
ま
す
が
、
経
済
も
大
分
厳
し
い
よ
う
で
、
民

間
は
ど
こ
で
も
リ
ス
ト
ラ
や
雇
用
調
整
を
し
て
い
る
。
お
役
所
で

も
リ
ス
ト
ラ
に
つ
い
て
色
々
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
。笹

山
や
は
り
役
所
式
の
や
り
方
が
あ
り
ま
す
ね
。
裁
量
権
を
行

使
し
て
や
れ
る
よ
う
に
は
、
あ
ま
り
な
っ
て
い
な
い
。
規
則
と
か

法
律
と
か
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
越
し
て
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。明

治
以
降
作
っ
て
き
た
国
の
制
度
を
崩
す
と
い
う
こ
と
は
、
大

き
な
政
治
改
革
で
す
よ
。

浅
井
日
本
も
今
大
き
な
曲
が
り
角
で
す
か
ら
、
難
し
い
の
を
承

知
し
な
が
ら
も
、
政
府
は
行
政
面
で
不
要
な
と
こ
ろ
は
削
っ
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
ね
。
地
方
自
治
体
も
今
は
う
ん
と
仕
事
の
量

が
ふ
く
ら
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
？

笹
山
仕
事
が
増
え
て
き
て
、
問
題
点
も
多
く
出
て
き
て
い
ま
す

よ
。
昔
で
す
と
、
こ
こ
か
ら
先
は
駄
目
と
い
っ
て
き
っ
て
し
ま
う

や
り
方
が
で
き
た
の
で
す
が
、
今
は
駄
目
が
効
か
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
分
、
仕
事
の
量
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
工
夫
し
な
け

れ
ば
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

浅
井
工
夫
で
す
ね
え
。
仕
事
が
増
え
る
に
ま
か
せ
て
人
を
増
や

す
と
い
う
の
は
安
易
な
や
り
方
で
…
…
。
私
は
若
い
学
生
を
世
に

送
り
出
す
側
で
す
の
で
、
な
る
べ
く
い
ろ
ん
な
所
で
た
く
さ
ん
採

用
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
情
勢
で
は
、
だ
ん
だ

ん
お
役
所
も
企
業
も
門
戸
を
狭
め
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
。

笹
山
厳
し
く
な
り
ま
す
ね
。
仕
事
は
増
え
る
一
方
、
時
短
も
社

会
風
潮
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
新
し
い
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
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陸
ど
こ
か
で
見
直
し
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な
く
な

る
。
役
所
の
側
も
見
直
す
べ
き
は
見
直
し
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス

も
時
代
に
合
わ
せ
て
見
直
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

浅
井
日
本
で
は
昔
か
ら
困
っ
た
時
に
は
お
上
に
頼
る
と
い
う
こ

と
が
多
か
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
政
治
に
頼
っ
て
も
何
に
も
で
き
ん

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
笑
）
。
庶
民
は
や
む
を
得
ず
自
分
で

頑
張
ら
ね
ば
な
ら
ん
…
と
ね
え
（
笑
）
。
必
要
な
仕
事
と
人
間
は
増

や
す
が
、
優
先
順
位
の
低
い
も
の
は
思
い
き
っ
て
削
る
。
そ
れ
が

「
株
式
会
社
」
の
発
想
で
は
。

笹
山
今
ま
で
当
た
り
前
と
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
で
も
、
何
か

無
駄
な
こ
と
を
や
っ
て
な
い
か
、
見
直
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
も

う
少
し
レ
ベ
ル
を
下
げ
て
も
、
長
く
継
続
さ
せ
る
方
が
よ
い
と
い

う
考
え
方
も
出
て
く
る
の
で
す
。

浅
井
役
所
側
の
事
情
や
立
場
を
、
常
に
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
庶
民
も
お
ろ
か
で
は
な
い
で
す
よ
。

福
祉
国
家
に
す
る
た
め
の
増
税
と
い
う
こ
と
も
、
最
初
は
反
対
し

て
も
議
論
し
て
い
る
う
ち
に
、
多
少
の
増
税
は
や
む
を
得
な
い
と

納
得
す
る
。
で
も
そ
の
場
合
、
行
政
が
無
駄
を
し
て
い
る
と
、
何

だ
－
っ
て
こ
と
に
な
る
。

☆
役
所
は
大
き
な
土
俵
を
作
る
と
こ
ろ
。

そ
し
て
勝
負
を
す
る
の
は
…
…
。

浅
井
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
あ
れ
は
ち

ょ
っ
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
か
っ
た
の
で
は
？
ど
う
も
人
は
集

ま
る
が
買
物
す
る
人
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
す
。
ど
う

や
っ
て
人
を
引
き
つ
け
る
か
工
夫
が
い
る
と
思
う
の
で
す
。
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
依
然
と
し
て
好
調
な
の
は
、
常
に
何
か
新

し
い
こ
と
を
や
っ
て
、
回
転
さ
せ
て
い
る
か
ら
だ
と
。

笹
山
そ
う
で
す
ね
。
北
野
や
居
留
地
に
し
て
も
、
い
つ
行
っ
て

も
同
じ
表
情
で
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
形
で

な
く
内
容
が
変
わ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
ね
。

浅
井
同
じ
場
所
で
も
、
今
度
行
っ
た
ら
新
し
い
も
の
が
見
え
た

と
か
、
今
度
は
あ
れ
が
始
ま
っ
た
ら
し
い
か
ら
行
こ
う
と
か
、
常

に
変
化
す
る
こ
と
で
す
ね
。

笹
山
新
開
地
の
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
も
来
年
で
き
ま
す
。
様
々
な

●

F 1

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
に
制
作
、
練
習
、
発
表
の
場
を
提
供
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
が
、
こ
こ
に
集
う
人
達
が
活
発
に
交
流
し
、
街

に
根
を
お
ろ
し
、
芸
術
村
と
い
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま
た
人
が
集

ま
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

浅
井
施
設
な
ど
ハ
ー
ド
は
ど
ん
ど
ん
出
来
て
い
く
。
技
術
と
金

が
あ
れ
ば
…
ね
。
し
か
し
ソ
フ
ト
が
難
し
い
。

笹
山
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
や
百
貨
店
で
も
、
不

景
気
で
な
か
な
か
品
物
を
買
っ
て
く
れ
な
い
。
買
っ
て
も
以
前
よ

り
低
い
金
額
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
だ
か
ら
同
じ
物
を
並
べ
て

い
た
ら
だ
め
で
、
や
は
り
時
期
に
応
じ
て
工
夫
し
変
え
て
い
か
ね

ば
…
。
そ
れ
に
は
専
門
の
方
々
の
知
恵
が
必
要
で
す
。

浅
井
こ
れ
は
経
済
に
直
接
か
か
わ
っ
て
い
る
人
に
頑
張
っ
て
も

ら
わ
ね
ば
…
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
役
所
は
大
き
な
土
俵

を
作
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
上
で
本
当
に
勝
負
す
る
の
は
、
経
済
に

携
わ
っ
て
い
る
人
で
す
よ
。
神
戸
は
枕
詞
に
よ
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
神
戸
で
生
み
出
さ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

が
日
本
全
国
か
ら
世
界
へ
影
響
を
与
え
る
ま
で
に
は
、
な
か
な
か

で
す
ね
。

笹
山
セ
ン
タ
ー
街
と
か
元
町
の
お
店
の
方
々
が
、
東
京
へ
進
出

し
て
有
名
に
な
る
と
、
み
ん
な
東
京
へ
東
京
へ
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
よ
く
考
え
て
、
本
店
と
支
店
の
品

も
変
え
る
と
か
し
て
、
欲
し
け
り
や
神
戸
へ
ど
う
ぞ
と
い
う
よ
う

に
、
神
戸
へ
ど
っ
か
り
本
店
が
あ
る
よ
う
に
な
れ
ば
理
想
的
な
の

で
す
が
．
．
…
・
・

浅
井
一
部
に
東
京
の
商
品
を
神
戸
の
人
が
仕
入
れ
て
く
る
傾
向

が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
逆
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
に
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
作
り
だ
す
人
材
を
、
ど
う
や
っ
て
神
戸
に
引
き
と
め
る

か
も
大
き
な
課
題
で
す
ね
。

笹
山
技
術
や
技
能
者
を
育
て
る
町
に
し
た
い
で
す
ね
。

浅
井
な
ぜ
神
戸
か
ら
離
れ
る
か
。
そ
れ
は
神
戸
で
は
思
い
切
っ

た
飛
躍
を
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
。
周
囲
に
知
人
や
同
業
が
い

て
、
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
と
の
声
を
聞
き
ま
す
。

笹
山
確
か
に
人
の
入
れ
替
わ
り
が
少
な
い
で
す
ね
。
東
京
な
ど

人
の
移
動
が
激
し
い
し
、
そ
れ
だ
け
に
悪
い
言
葉
で
い
う
と
「
ダ

１
４４
１
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１
４５
１

で
す
か
ら
。

笹
山
古
い
部
分
を
で
き
る
だ
け
早
く
整
備
し
て
、
学
校
や
福
祉

・
文
化
施
設
な
ど
を
作
り
、
人
が
快
適
に
住
み
、
ま
た
集
ま
る
よ

う
な
町
に
し
て
い
き
た
い
。
と
く
に
、
ま
ず
学
校
を
椅
麗
に
し
た

い
で
す
ね
。

浅
井
学
校
に
は
夢
が
な
い
と
ね
。
小
中
学
校
も
勉
強
が
必
要
だ

が
、
も
う
一
つ
魅
力
の
あ
る
も
の
が
欲
し
い
。

笹
山
そ
れ
で
、
今
度
市
立
の
高
等
学
校
に
つ
い
て
、
例
え
ば
生

徒
が
学
び
た
い
こ
と
を
選
択
で
き
る
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を

も
っ
た
魅
力
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
高
校
に
つ
い
て
は
、
学
区
内
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、
市
内

の
生
徒
は
自
由
に
行
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
で
も
、
国
際
的
な
問
題
を
学
び
た
い
な
ら
葺
合
高
校
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
な
ら
新
港
高
校
が
あ
り
ま
す
が
、
他
に
も
、
芸
術
や
体

育
な
ど
の
特
色
を
も
た
せ
た
い
で
す
ね
。

学
校
に
入
っ
て
か
ら
も
、
工
業
系
へ
入
っ
た
が
、
途
中
で
商
業

系
の
方
が
自
分
に
向
い
て
い
る
と
分
か
れ
ば
、
そ
ち
ら
へ
変
わ
れ

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も
作
っ
て
い
き
た
い
。

浅
井
す
べ
て
が
個
性
化
の
時
代
だ
か
ら
、
そ
う
し
た
環
境
を
作

っ
て
や
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
ね
。
今
の
ま
ま
で
は
個
性
的
な
人

間
が
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

笹
山
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
、
神
戸
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
を
作
っ

た
の
も
、
そ
う
し
た
考
え
か
ら
で
す
。
そ
こ
へ
行
け
ば
専
門
の
先

生
が
い
て
教
え
て
く
れ
る
。
昔
の
言
葉
で
い
う
な
ら
弟
子
入
り
と

い
う
の
で
し
ょ
う
。
自
分
に
合
う
も
の
が
何
か
あ
る
も
の
で
す

よ
。
そ
し
て
ま
た
学
校
へ
戻
り
た
け
れ
ば
、
い
つ
で
も
戻
れ
ば
よ

い
。
自
由
な
神
戸
で
す
か
ら
自
由
な
教
育
を
…
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
国
際
感
覚
を
育
て
て
本
当
の
国
際
人
を
育
て
て
い
き

た
い
。

浅
井
先
生
方
に
は
、
む
し
ろ
重
い
責
任
を
強
い
る
こ
と
に
も
な

る
で
し
ょ
う
が
、
価
値
あ
る
苦
労
で
す
ね
。

今
日
は
非
常
に
現
実
的
な
こ
と
を
話
題
に
し
ま
し
た
が
、
率
直

に
お
答
え
い
た
だ
い
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
神
戸
市
役
所
に
て
Ｖ

マ
し
や
す
い
」
都
会
と
い
え
ま
す
ね
。

浅
井
原
宿
あ
た
り
で
は
、
初
め
て
の
人
が
多
い
。

笹
山
私
も
九
州
か
ら
神
戸
へ
来
た
若
い
頃
は
、
土
曜
日
に
な
る

と
、
新
開
地
や
元
町
あ
た
り
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
ま
し
た
が
。
（
笑
）

浅
井
そ
う
で
す
か
。
し
か
し
基
本
的
に
は
、
神
戸
は
人
の
出
入

り
が
割
に
少
な
く
固
定
し
て
い
る
。
外
見
の
イ
メ
ー
ジ
よ
り
も
保

守
的
な
の
で
し
ょ
う
か
。

笹
山
神
戸
は
開
放
的
な
町
と
い
わ
れ
な
が
ら
ね
。
こ
こ
数
年
一

万
人
前
後
は
増
え
て
い
る
の
で
す
が
…
。
た
だ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で

救
わ
れ
て
い
る
の
は
、
地
方
か
ら
来
る
若
い
女
性
や
学
生
が
多
い
。

浅
井
外
大
で
も
６
割
以
上
は
女
性
で
す
。
し
か
も
女
性
が
元
気

で
良
く
出
来
る
（
笑
）
。

☆
学
校
も
個
性
化
の
時
代
に
合
っ
た

教
育
環
境
づ
く
り
を
。

浅
井
人
間
、
だ
ん
だ
ん
賛
沢
に
な
っ
て
き
て
、
要
求
も
大
き
く

な
り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、
神
戸
は
海
岸
が
あ
り
、
海
水
浴
場
も
あ

る
。
す
べ
て
衛
生
基
準
を
満
た
し
て
は
い
る
け
れ
ど
、
い
ま
一
つ
、

快
感
が
味
わ
え
な
い
。
ア
メ
ニ
テ
ィ
は
快
感
を
追
求
す
る
こ
と
で

す
か
ら
、
こ
の
点
を
考
え
な
く
て
は
…
。

笹
山
一
昨
年
リ
オ
へ
行
き
ま
し
た
が
、
写
真
で
は
と
て
も
椅
麗

な
海
岸
な
の
に
、
実
際
は
人
が
泳
が
な
い
。
術
生
面
で
は
良
い
と

い
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
や
は
り
汚
い
感
じ
が
す
る
の
で
す
。
都
市

の
海
岸
は
、
淡
喋
整
備
し
て
い
て
も
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
要
求
さ
れ

る
と
、
こ
れ
が
難
し
い
で
す
ね
。

浅
井
大
き
な
船
が
出
入
り
す
る
し
ね
。
で
も
そ
れ
が
神
戸
で
す

か
ら
ね
。
当
面
、
市
長
が
一
番
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ

と
、
そ
れ
だ
け
は
す
ぐ
に
と
い
う
の
を
一
つ
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

笹
山
既
成
市
街
地
の
住
宅
環
境
問
題
で
す
。
南
部
で
は
建
物
が

古
く
、
小
さ
く
、
老
人
が
多
く
住
ん
で
い
る
。
こ
こ
別
ｌ
訓
年
こ

の
状
態
が
急
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
市
場
へ
行
く
と
す
ぐ
わ
か
り

ま
す
よ
。
団
地
に
近
い
市
場
で
は
、
年
齢
層
も
買
う
物
の
量
に
も

は
っ
き
り
と
差
が
あ
り
ま
す
。

浅
井
私
達
も
外
国
で
取
材
す
る
と
き
、
最
初
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

行
き
ま
す
。
生
活
の
に
お
い
の
す
る
と
こ
ろ
が
、
国
や
社
会
の
鏡
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